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伐木集材工程の作業仕組に関する研究（第6報）  

敦盛イヒの方法によるトラクタ集材作業システムの解析  

飛  閲  次  郎  

Sヒudieson the WorkingSysteminthe FellingandYardingPI、OCeSSeS（Part6）  

Analysis of the Tractor Skidding System by Quantification Method  

Jil－6ToBiOKA  

‡．緒  首   

繭3報l）2）3）などで，人工林の問す栗林分における基材  

機盛材作業システムおよび＊寄作楽システムを解析する  

ため，外的基準があり，それが敦盛で与えられている域  

合の敦盛化の方法を応用して要図分析を行うことにより，  

①磯村および木寄作業の労働生産性とこれに関与する作  

業条件園予との複雑を相互瀾係が解明されること，①各  

棟の作業条件に対応した労働生産性の予測モデルが設計  

されること，③救適な作業条件が兇いだされるので，基  

材およぴ＊寄作業システムが敢適化されることを明らか  

にした。   

本織は，これら各作業システムとは作韮特性ク）全く異  

をる天然林の択伐林分におけるトラク夕鶴材作業システ  

ムに対して，上記のような三つの解析i菱川勺に，ニ♂）数兇  

化の方法を応潤することの妥当性についての検肘と，魂  

柑作業システムを戯過化するための新しい作紫紺究手法  

に対する埋言論づけを試みたものである。   

なお，＊報の拙】－一部は昭㈲55年4月，窮鋸回目＊林学合  

大金において発表したものである。  

Ⅱ．調査と解析の方法   

1．調査方法   

本報において．トラク夕鶴材作業の労働隻腰朋とは，  

綱恋対象とした1基材区域ごとのトラクタ基材およびト  

ラク夕鶴柑絡作設作業からなる1射オ作業料立（以下，  

これをトラグタ基材作牒という。）における作業者1人工   

昭和55年6月30日 受華l！   

当たりの基材作業兇と走鶉し，後述する要因分析の外的  

基準とするものである。   

調査対象とした基材作業は，昭和50年度から53年度ま  

での4年間に北海道営林局および帯広営林支局管内の13  

営林署において製品生逓事業として政営で作塞が実施さ  

れ，トラクタ盛運材作業基準4）に議⊆づく標準的作業技術  

が拳紫的に産着化している全幹材の遮曳またはサルキー  

による42集材区域のトラクタ基材作業とした。   

綱変事噴は，1集材区域ごとに，①基材作業地域の地  

形指数，②基材対象林分の立木密度眈当たり立＊本数），  

⑨鵜材面晩④基材柑晩⑨鵜材＊1＊当たりの平均材  

積，⑥平均衆基材斜距軌萱）トラク夕鶴材路密度（加当  

たり基材路延長），墜〉作業時期（夏山，冬山），⑨トラク  

タの機械，⑩作業就の構成（1基材怪叔内で同時に棒倒  

したトラクタの台数）の10嬰‡義項軋 および縮尺5，000  

分の1の等高線入り簾材作業地域図（基材区域，トラク  

夕鶴材路，土鳩の位置を記入）などとし．当該基材区域  

関孫の森林網変乳 収穫綱澄復命∃乳 製品生産事業案  

行妄執 作業条件記録表，および各種事業憐憫・から別に産  

める調査表により現地調査数櫨，作業実綴数億をどを網  

資した。   

2．解析方法   

解析の方法は，トラクタ基材作業システムの特使をこ  

の基材作業の実体に即して根給した結乳 外的基礫ほし  

ての基材作紫の労働生漁師こ関与すると考えられる緒嬰  

i紳乳乱 すをわち各種の作業条件園子として前述の10項  

目をとりあげ，これらの調査結果を用いて，外的基準が   



飛  岡  次  郎  260  
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ムにおける労働鹿渡性と作教条件   
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1に示す10項目を前述の解析目的と賽メ別勺兇地から，さ  

らにそれぞれ2～3の要図カテゴリ岬にⅠ差分することと  

した。カテゴリ…の区分方法は，①基材作業地域の地形  

指数から⑦トラク夕鶴柑路密度までの7項目については，  

各項目ごとの粥変依が正規分布をすると仮定した場合に，  

桁卜一項目内における各カテゴリーの反応数が理論的に等  

分されるノ烹を網変値の平均値と標準偏差を夕霞準にして決  

意することとした。また，⑧作脚部静‡から⑬作業讃吏の柄  

戚までの3項巨】については，作業実態により行うことと  

した。したがって，本要l表】分析にお里る署勝沼ほと要因  

カテゴリーの分用基準は，袈－2に示すように10項I〕・  

29カテゴリ叫となる。   

ほ）反応パタ脚ン袈とクロス基針嚢   

上述の分寿亘基準により，泰山1に示す劉餐結果から反  

応パタ…ン袈を作成し，これを解析ヂ叫夕とした。袈－  

あり，それが敦盛でぢえられている場合の数腰化の方法  

を応用して嬰園分斬を行った。   

なお，この数尉ヒの埋論および要図分析の方法と手順  

については，前3報などにおいて繹述したので，春報で  

は組印】を省略する。  

Ⅱ．調査と解析の結果   

1．労働生産性と作莱免停の調査結果   

調意対象として遅発した42藤棚g域におけるトラクタ  

基材作業の労働生産性と，前述■の10繋Ⅰ乱境目によりあら  

わされる作業条件の調査総督壬を取りまとめると，表－1  

に示すとおりである。   

2．要因分析結果  

（1）賓【封項‡妄】と薯l糞lカテゴリ…の分報   

要因塚服と黎国力テゴリ…の分規にあたりては，袈－  

表】2 トラクダ基材作業システムにおける繋園牒凋と繋棒】カテコーリ…の分類  

要 図 哺 ぎ〕   要匝岡津i  要図カナコリ鵬   
嬰灘】カテゴリ仙   

コト叫ド  コ…ド   

～ 49％   

地 形 指 紋  50～ 66   2  

67 ≠   3   

～ 492＊／／】α   

立 木 密 度  493 ～ 朗5   2  

846 ～   3   

～10．52Jlα   

盛 柑 繭i槙  弟   10．53 ～18．65   2  

18．66 叫｝   3   

ぎ   
～897．652汀f   

簾 村 村 槙  Ⅹ▲  697．653～1、260．651   2  

1．260．652～   3   

～1．132n了／本   
凝毒相木1＊当たり  
平均柑橘   ズ5  1．133 ～1．535   2  

1．536 ～   3   

～ 236m   

平均賽基材斜錐酢   ズ6  237 ～ 363   2  

364 ～   3   

～ 92m／ノね   
トラグタ施材路  
密  度  ズ7   93 ～121   2  

122 ～－   3   

夏  山  

各  班   2   

グlコ叩・ラタイプ   

ホイ叫∵ルタイブ   2  

込  タイプ   3   

トラグダ1かセット   

トラクタ2台セット   2  

作業 時 期  Ⅹ8  トラクタ3台セット   3  
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3はこの反応パタ岬ンを示したものである。  のためには，前3報で詳述したようにil）式によりあらわ   

っき■に，この反応パタ叫ン衆から与えるべき数英霊ら々  される連立方程式をつくることが必欝であるので，各資  

の敢もよい偶の紳＝ま荒iを深遠するのであるが，そ 】網洞・か㌢コナリ…闊のクロス簾計を行い，クロス簾計  

夏着叫3 トラクタ封毒柳乍業システムにおける授張′ヾダ岬ン  
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嚢を作成した。   

、Vr．■ rl  

∑∑上J々／l硯（j，た）ニ∑1リ＝主用） ノ眠l尤mlJ碑l  

（まェ≡‡；…：：：：：：： ：誓）…く1）  

招  ここに 
∑粧m）…揖㍍ズ汎（ブ，鬼）  
‘融l  

グロス塊計の結果は，泰鵬4に示すとおりであり，こ  

れが求める連立方程式の係数行列をあらわすものである。   

（3）連立方程式と解の罪産   

衣血4に示す係数行列から求めるペき連立方程式をつ  

くった。この連立方柁式は10嬰蘭】項目を含むものから1  

要∈養】項目のみを含むものまで，10段階・10組の式がつく  
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表仙4 トラク夕刻き村仲薬システムにおけるクロス盛計  

jご  g．  弟  ズヨ  ∬1  弟  田  弟  田  弟  ズl。         1 2 3  12 3  1 2 3  12 3  12 3  12 3  12 3  1 2  1 2 3  12 3  ら七  ∑㍍∂£（′，仇） Jめl  
ロ  13 0 0  2 9 2  4 5 4  6 3 4  6 43  7・4 2  6 5 2  7 6  7 6 0  5 71   

3  0 013  6 7 0  7 51  10 21  4 7 2  6 5 2  5 71  9 4  10 3 0  9 4 0  【   112 56800   n  125．15000  勘  2  016 0  4 9 3  4 7 5  4 4 ∂  6 4 6  4 3 9  1 9 6  10 6  7 7 2  6 91  ～12  125．95500  
2 4 6  12 0 0  6 4 2  714  2 5 5  7 3 2  4 5 3  10 2  1110  9 2 1  iコt   123．07800  
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2 3  997 230  0 25 0  712 6  12 5 ∂  14 7 4  10 6 9  814 3  1411  1213 0  1113l  田   39．56000   
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伐木基材工程の作業仕組に関する研究（第6報）  265  

3㍍＋4なパパ薮がト3も「ト4おでト2らが十5ちで十2ろか率6～”＋6」    －ト7ら。ヱ＋ ら。3m125．150  
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山ト も3  1w らz   ヰ・2島2  ＋2ち¢）駿 22．510  

…（2〉  

られ，それぞれの解を罪定したが，ここでは10翠i2；1項目  

を含む段階の連立方程式，すなわち20先からなりほ威に  

よりあらわされる1泉【lの式だけを示し，他の式は省略す  

ることとした。これら10組グ）連立方程式から罫速された  

解が，薮一5の「与えるペき救兇」爛に示された数値で  

ある。  

（4）労働生産′性予測モデルの設計   

東山5は，上述の各適宜力膵式か㌃瓢起された解け完  

により設計されたトラクタ基材作業システムにおける労  

働生塵憫の予測をデル（以下，予測モデルという。）であ  

る。上述のように，くとぷをが本嚢♂）「与えるペき数胤  

爛に示された緻低であり，これが奉戴爾作業システムに  

おける各種の作業条件に対応した労働生魔性を表現する  

ために各要図項目のカテゴリ…に与えられた数値である。  

すなわち，（3拭により示きれるように，この数値を各基  

材区域がそれぞれ反応した各要因噴fヨグ）カテゴリ…に荷  

蓋して加えあわせたものが，当言亥基相互城における労働  

生産性グ）推定値y‘になるのである。  

泰…6のとおりである。嘉一5により示される予測モデ  

ルにおいては，要図碩潤および欝園項目コ…ドを偏相関  

係数の大きい項目嘱に配列しなおし，労働生痛恨の推定  

梢度と要図群の影響のしかたを各段階ごとに比重如衆評で  

きるようにした。  

（5）労働焦慮性♂）網餐伍と推建値の対応   

労働生成性の調査依y‘と＊予測モデルから求めた推  

定鳩車‘との対応瀾係を，1耶鋸離乳目を含む殿瀾の検網  

果について示せば1索上7のとおりである。本嚢にはゃ£  

のytに対する適合性を翻すするため，】ケ伽㌍の平均値  

と株準偏艶 笑と柔和；胴係数が計許されているが，こ  

の相関係数は，表側5の東和関係数と剛夜にをるべきも  

のであり，署腸摘那‡を遂次＝賽目ずつぁとしていった各  

段階においても同様のことがいえるのである。  

Ⅳ．考  察   

1．労働生産性の推定精度について   

予測モデルに示す藍相関係数は，要図項目を10項巨】か  

ら逐次1項目ずつおとしていった各段階の依をあらわして  

おり，これらはすべて1％水準で有蔑である。これは，  

＊予測モデルに示す黎接l項目の組み合わせが労働生成他  

に対して総合的に相関述して影響を与えており，各段階  

における労働優磯潜げ用摘猪雛粧，その東和関係数によ  

って評細されることができるということを意味するもの  

である。本塊柑作業システムの要図分捕圭あいて，10項   

1†r† yfニ∑∑∂′り，鋸ノ尤     J 
wlた恕l  

…く3）   

っぎに，りJ≡‡を鮎、て馴欄係数，偏相関係数，  

欝控‖洋偏相関係数，および偏差をそれぞれ針許し，その  

結果を豪州5のをかに示した。その際，計算の過孝星とし  

て，外的基礎の網変値と各婁l緋酎銅i〕立間の内部相関係  

数を計算したが，10項目を含む段階の算定結果を示せば，  
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表門－5 トラクタ基材作業シス  

C川   Tl ∑汀鋸∴栖  ズ ……   

ト ラ ク タ   
撃図カテゴリ鵬   外的基礎   J触l  花ノ尤  下…       へ・92n㌦lα  132．88300 12   11．07358 10．61223  9．92097 10．24845   
93～121   7．20762   6．74183  6．06168  8．10814   

族材路翰磯   

要図項目 ズノ                               ズ1  

122～   79，43000  9   8．82556  7．84965  6．47567  7．99102   151．36000  21  0．00000   0．00000   0．00000  

0．33279  0．14527  0．39029  

1，260．652～  基材村椿 ズ2   1．62353  1．39119  1．90005  

盲   0．00000   0．00000   
盛桝1＊  
た。ズ3 129．62700  15   1．46237    0．95854   

1．6106l  1．58785   

0．00000   岳    ～1・132汀〆本124・75200    16       芸巨1．13…．535             平均村椿  1．536‰              i】ま均実施柑  ～236m             ガ4  237～363  101．41900 12  血1．46522   

糾 錯 鰍   
3（；4～   82．49000 13  叫 3．38257   

～492本〃7〃  

立木緒川ぎ 端  493～845  20l．03500  

846～   39．56000   

～10．52如  

雄ネオ面1徽．‰  10．53～18．65  138．14400  

18．66～   

トラグラ1てき巨ヒット 

作 ′業 班 ∬T   

トラクタ3台七▲ソト22．51000  

～49％ 125．15000  

地形膵招史 端  50～66 125．95500  

67～ 112．56800  

ト ラク タ   
グロ血ラダイブ   223▲2940024  

ズワ  ニjてイ仙ルタイブ   124．1840016   

機  種  込 タ イ プ  16．19500 2  

夏  山  235．31200  
作馴春期ズ川  

冬  山  胤36100  

混用関係数 β…・2…l∫  

要＋棒1群 擁妄言 相 関 條 紋 βぶ  

はi三）＊＊または＊伸は，1％または5％水準で有意であることをホす。   
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テムにおけか労働集塵櫻の予測モデル   
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蚕棚6トラブタ基材作灘システムにおける内部紬張∃行列   

ズ。‡ズ4  0．26034 0．65ほ0    仙0．Og300  0．41013    0．24369 －0．15120    LOOOOO  O．07927    0，07927  l．00000    0．31572  0．21194    叩 0．26S12  0，24895    山0－02＆37  0事5卓595    一山¢．ほ現川l＋C．07552    川0．237尋0 …0．26066    血 0，29320 洲0．13065  
要 音岬 0．3453ヰ   酬 0．07444  

1．川11川い  

0．24389   

… 0．15120   

仙0．04792   

… 0．6】22け   

－ 0，む035j  

O．1857（；  

0．03ア12  

－・0．13899  

上川1【刷l   

11．い丁、トl・】   

州 0．09300  

0．‘i1013  

0．06031   

－ 0．08288  

か．】8279  

0．13121   

…m O．3・1534   

仙 0．07289  

け．03712  血 8．23740   
肌 0．26066   

山一 0，42120  

0．0780l   

… 0．33177   

0．iS9（～5  

上山l州い   

血0．O1808  

3．労働生産性を最大にする作葵条件について   

＊基材作業システムによる基材作業の労髄塵滴律！三に対  

して，どの嬰！私憤月がどの程度きいているかということ  

は，以上の検討によって明らかにすることができたが，  

きいている婁Ⅰ蚕項目のなかで，どの要因カテゴリ仰が労  

働生敵性にどのように寄与しているかについての考察が  

必嬰である。このため，10項目を含む段階について，各  

項目ごとに与えられた故紙から平均値を等比し，この平  

均値からの各カテゴリ…の偏愛を求め，この他により各  

カテゴリーの番場・のしかたについての検討を行った。そ  

の結乳 平均依を基衡こして偏差の潰がプラスの場合に  

は労働生魔性の向」こに，マイナスの場合には低下に，当  

該か戸プリ…が寄与しており，各項目ごとに偏差の債を  

最大にするか㌢プリ劇が，本題材作業システムによる蔑  

材作業の労働生産性を最大にする作温灸件をあらわすも  

のであることを掩離することができた。このことば，盛  

柑作業の労働生成性紅隊大にするにほ1名牒滑川膵㍑と  

ミニどの要図カテゴリ岬を選べばよいか，換言すれば，労  

働生塵性を最大にするには，どのよう射乍機条件にすべ  

きであるかということに対する解答を示すものである。  

そして，これは螢l計境目を1J則≡iず、っ遂次おとしてい  

った各段階においても全く同じことがいえるのである。   

ヰ．むすび   

以上の考察を基約すると，天然維の択伐林分における  

トラク夕月き柑作業システムを解析するため，外的基準が  

あり，それが教主迂で与えられている場合の放射ヒの方法  

軋応用し㌣聾国分析を行った結集，車魔材作嚢システム  

においても，①簾糾う三業の労働生産怖とこれに関与する  

作業条件酢「との複雑忠相査閲係が膵明されること，⑧   

目釘含む段階明蔑灘瀾係数は0．927である。また，この  

場合における℃一笑の平均値は－0．00001，標準偏差ほ  

0．97609であり，これらを考えあわせると，この黎凶分  

析紹巣は非常に用度のたかいものといえる。このことは，  

＊幾材作業システムに対してもこの数兇化のカ法を応用  

して上述のような解析と推定を行うことが妥当であると  

いうことを示すも♂）と考えられる。   

2．労働生産性に対する作業条件因子の影響について   

予測モデルに示す偏相関係数の低から，10要図項目を  

含む段1柳こおいては，1簾イ朝g域当たりのトラクタ基材  

路密度，基材材楓 盛相木ユ本当たりの平均材碩，平均  

案基材斜距離，立木密度などが労働生産性と強い関係が  

あるが，作業時柑㍉トラグタの機種などはあまり強い関  

係がないものと考えられる。また，地7汐（指数）が上述  

のよう忽要牒】項‡：‡の組み合わせのなかではあまり強い関  

係があるようにあらわれていないのは，綱窓対象とした  

トラクタ基材作魔の機が，この作業の適地，または比較  

的容易に作業を行うことができる区域が多かったことに  

よるものと考えられる。   

つぎ’に，要図項目計偏相関孫数の大きいものからヱ項  

目ずつ逐次填りいれていった各段鍾賢の蕊相関榛凝鳶署照一  

附鮒憫係数の脆から，トラクタ基材路密磯1平均実施  

鯨飾粧醜，立木密度などの堵ほ1が藍柚婆】係数を大きくす  

るのに著しく寄与していることがうかがえる。このこと  

は，トラクタ基材作業システムによる実際の集村作業計  

画を立案する場合に，計画策売上求められる用度により  

て，どの嬰即断ほでユ操りあげ■ぐ作業条件の調査をすれ  

ばよいかについての判断ヨ姦準を与えるものであると考え  

られる。  
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泰山7 トラクタ集材作業システムにおける労働生魔性の綱変値た雑建値の対応   

開発対象域密才！動機呑～｝  

No．   y   y…y   テ  

6．14400   5．61008   0．53392   

2   8．75100   7．68060   1．07040   

3   7．44400   8．51443   …1．07043   

4   14．40900   14．35154   0．05746   

5   8．47400   8．23515   0．23885   

6   8．74700   9．51984   叫 0．77284   

7   11．25000   11．09161   0．15839   

8   6，75500   7．26887   仙 0．51387   

9   4．15600   4．42623   仙 0．27023   

10   4．47600   4、19754   0．27846   

3．48300   4．89268   仙1．40968   

12   4，61400   4．78383   仙 0．16983   

4．84200   6．31559   wl▲47359   

14   6．39300   5．00507   1．38793   

15   6．01300   6．89092   州 0．87792   

16   7．28700   6．29き87   0．98813   

12．18300   10．61365   1．56935   

柑   8．15100   9．45514   －1．30414   

t9   12．11100   12．26126   …H O．15026   

20   8．87800   7．72957   1．14843   

9．96700   9．20724   0．75976   

8．95700   10．97131   w 2．01431   

23   7．43100   7．91823   州 0．48723   

24   8．98000   7．82133   1．15867   

25   13，61100   12．36679   1．24421   

26   1l．65000   1l，57015   0．07985   

12．91300   11．77761   1．13539   

28   10，19800   9．71097   0．48703   

8．57100   10．28696   …1．71596   

30   9．57600   8．49146   1．08454   

3l   11．55800   11．08963   0．46837   

32   10．32600   9．8i204   0．5i396   

10．95200   1l．42039   … 0．46839   

34   8．36300   8．11053   0．25247   

35   10．53900   10．44848   0．09052   

36   9．66300   7．96745   1．69555   

37   9．19600   10．77261   州…1．5766l   

8．47200   9．22520   仙－ 0．75320   

5．16500   6．74178   仙L57678   

40   8．04300   7－73114   0．31186   

5，82000   5．5089l   0．31109   

42   9．16100  喜   9．58067   仙 0．41967   

y冊子の平均値＋＝一0．00001  

y叩やの桝亀偏差ニ 0．97609  

相 関 係 数ニ 0．927   
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において0．927であり，本簾村仲業システムに対しても，  

ニの放題絶すヒグ）方法を応用して解析することの妥当性が実  

証された。  

（5）荻川関係軋 偏相関係数，欝酬搾偏手刷娼係数，およ  

び偏差の濾などにより，基材作業システム紅隠遁化する  

ための糾しい作業ボブチ究手法に対すか阻論づけを行うこと  

ができた。   

これらのことは十弗皆伐施薬における合櫻朋磯基材作  

業i汁蘭の立案と基材作業システムの最適化のために有憩  

塵であると考えられる。  
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計されるので，木方式による鵜村仲嚢を計画する場合に  

は，あらかじめ基材対劉東城内の作業条件一軒r・を調査す  

れば，当，朋＄柑作業の労働生産性をこの予測モヂ≠によ  

り多次元的に予測することができること，（影敵適意門三業  

条件が髄し、だされるので，施柑作業システムを放適化す  

ることができることを，それぞれ検証し，この放i鋸ヒの  

方法を応用することの妥当性を実縦するとともに．狼材  

作業システムをガを過化するための糾しい作業冊酪手法に  

対するf那鋸勺なよりどころを与えることができたという  

ことである。これらのことば，非憤伐施業にお1†る合理  

的葱城材≠牒計画の立案と域材作業システムの故濾化の  

ために有意爽であると考えられる。  

Ⅴ一 滴  賓  

天然林の択伐維分におけるトラクタ基材作業システム  

の解研に，外的基準があり，それが放兇で与えられてい  

る場合の敢腰化の方法を応用することの妥当性について  

の検紳と，瑞相作業システムを厳油化するための糾しい  

作業研究手法に対する増ま論づけを試みるため，北海道営  

棒J尋および勝広営経文局管内の圏翻動こおいて戯近この  

基材作業が実施された42i東城を網変対象に選定し，それ  

らの現地綱変数値と作業賽踏数硫を用いて実証的に検討  

を行った。   

j郎弓●結果はつぎのとおりである。  

（1）作業条件陸卜r・をあらわす翠陸l項目・カテゴリ…q尤  

＊ に改ままと£ノた の敢もよい依の組＝晶パ摘めることにより  

トラクタ駄材作業システムにおける凝妄榔今三業の労働生榛  

一性と，これに関与する作業対件園子との禎雑意相憐憫滑  

が解明憧れた。  

（2）解析結局きから各種の作業条件に対応した労働当三癌件  

の予測モデ≠が設計された。したがって，本方式による  

巌棚今三：装を指摘椚明る場合には，あらかじめ簾材対象区域  

内の作業象件園子を調査すれば，当該基材作業の労働当三  

舷牲をこの予測モデルにより多次元的に予灘することが  

できる。この子i則モデルは，凝血5に示されているが．  

10要j封項目を含む段階における労働集塵職の推定依と調  

査値の対応閲イ糸は，表明7にまとめられている。  

（3）ノ接遇射乍某条件が兄いだされるので，幾を柑作兼シス  

テムを最適化することができるく）  

（4）数兇化の方法による推産の用度を総合的にあらわす  

尺度としての酎‡憫係数の砥は，1粥粧卯細目を含む殿瀾  
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SじmInary   

In oIYder to analyze thc Tl・aCtOr Slくidding systcm；n the sclective cuuil唱Sta11d o［natul、alrorests，the  

quaIltirication me血odil】Whicl＝ile OtlもSide crまtel・ionis g；ヽ′eni11te‖mS Or quantity was practically al）piied．  

T‡le Suitabi】ity of application of this Lhcory andits tecllniques wasinvestigated．AIso tlle thcorization  

fol・tlle nCW tCChniques or work study to makc油壷skiddiTlg SyStem mOSt Suitable was demonstratively  

investigated．This、VaS donc by using data of42systems of tllC Skidding opcration which was rccently  

CaI・It；ed outiIltlle11atiorlalrorestsIVithi11tile Pl・0ViilCe Or Ho】くlく孔idoI、egionalrorest o汀ice and Obihiro  

bra11Chl、egionalrol・eSt Orrice．   

Ttlel・eStilts ol）はined by tllisi‡lVeStigation al・e Summal、ized as rollo＼VS：  

（l）恥means or thebesLql】antities踏de加mined ror the categol、yCJたaS t†－eCO－1ditionalractorsor  

opeltation，tlle COmP∋ieated relatio11Sllip bet＼Veenlabour pl・Odし】Ctivitya11d the corlditioIlalfaetorsoroperaとioll  

ii＝hel、l、aCtOr Skidding system could t）e SOive（1．  

（2）rrlle Predictable modelorlaboul・PI、Oductivity col、1、espOndil唱tO tlle CO11diもio11S Or OPeraLioIllVaS（le－  

S如ed by tlle reSults or a†1a】ysis．TilererOl・e，Wllen tllis slくidding opel・ation 王れuSt be 蔓）ianned，ir とlle  

conditio11alfactors of opera†ionin the slくidding area arcinvcst如tcd，1abour pIIOductivityin this sk；dding  

ope】1atio‡1Can be predicted pluI・ally by tllis nlOdel．Tllis n10delis show†1i11Table 5，a！1d tlle reSults or  

COrreSPOndcncc bctwcen the vaiues ofi11VeStigation andlhe values o（cstimation oflabour productivity  

in tlle SteP OrlO払ctors are s‡10W†l；l】Table7．  

（3）Itis possible to m乱ke tllelVOI・最11g SyStem mOSt Suぬb！e to t‡1is slくid（li11g OPe王・atioll，becaしISe tile  

most suitable coIlditio！1alractoェ、S Of operはtion carlbe（1etel・mi11ed．  

椰It、VaS（lcrnonstrrated that thc application of this thcory and techniques for the analysis o［thisskidd－  

ing system was also proper，becatlSe tile Value of tlle m正座壷col・relation coerricieIlt＼Vllich deIlOteS  

Sy11もhetica‡‡yllle pI・eCision or estinlatio11in 血e quarlt汗icatio11metllOdis O．927il＝lle SteP OflO ractors．  

㈲恥汀闇11S Of tile Values or tlle mlll毎Ie corre‡ation coerricient，l）al、とialcorI、elation coe汀icient，Partial  

co】、糞、elation coe汀ic；ent or ractoI・S and dev通力0Il，tを1e tlleOrization roI－ the rle＼V teCll‡1iques or worlくStt】dy  

t′O make t‡－is slくid（ling systemローOSt Suitable could be demo∫1Stl、ati、′ely made．   

TIleSe rive pointsindicate tllat血e叩Plicatio－－S Of the quanとほieat；o11me血od al、e Very Valuabie rora  

l†atio－－a】】）l汲n Oft‡1is slくi（ldii咽OPel、atio－1a－－d systelⅥin ro董・eSt management byl′llenOl卜CleaI、CuttingmetllOd．   




